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宇
都
宮
工
業
団
地
は
、
宇
都
宮
市
の
東
部
に

位
置
し
、
市
民
に
は
平
出
工
業
団
地
の
名
前
で

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
市
内
で
は
最
も
古
い
工

業
団
地
で
す
。
新
国
道
４
号
が
間
近
に
あ
り
、

北
関
東
自
動
車
道
が
開
通
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

ア
ク
セ
ス
の
良
さ
は一段
と
高
ま
り
ま
し
た
。

　

立
地
企
業
が
出
そ
ろ
っ
た
昭
和
45
年
当
時

は
、
工
場
用
地
が
３
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
企
業
が
64
社
中
28
社
を
占
め
、
一
部
上
場
企

業
な
ど
も
目
立
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
経

済
状
況
の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
広
い
敷
地
を

有
し
て
い
た
大
企
業
が
撤
退
す
る
な
ど
整
理
統

合
が
進
み
、
そ
の
跡
に
中
小
企
業
が
数
多
く
立

地
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
中
小
企
業
を
メ
イ
ン
に
、
１
１
０
社

以
上
が
操
業
し
て
い
ま
す
。
宇
都
宮
市
に
本
社

工
業
都
市
・宇
都
宮
を
支
え
る

３
つ
の
工
業
団
地

中
小
企
業
を
中
心
に

多
様
な
企
業
が
立
地

宇
都
宮
工
業
団
地 （
平
出
工
業
団
地
）

特
集 

1

宇
都
宮
の
工
業
団
地

特
集 

1

宇
都
宮
の
工
業
団
地

　

鉄
道
や
高
速
道
路
、
災
害
の
少
な
い
土
地
柄
な
ど
の
好
条
件
に
恵
ま
れ
、
首
都
圏
の
北
の

拠
点
都
市
と
し
て
の
地
位
を
築
い
た
宇
都
宮
市
。
そ
の
成
長
の
大
き
な
要
素
と
な
っ
た
の
が
、

市
内
の
宇
都
宮（
平
出
）、
清
原
、
瑞
穂
野
の
３
つ
の
工
業
団
地
で
す
。
当
所
は
こ
れ
ら
の
工

業
団
地
と
の
日
常
的
な
意
見
交
換
な
ど
に
取
り
組
み
、
相
互
の
協
力
に
よ
る
地
域
振
興
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

宇
都
宮
市
は
昭
和
59
年
に
「
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
」

の
地
域
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
以
来
、
産
・
学
・

住
が
有
機
的
に
結
び
つ
い
た
高
度
技
術
集
積
都

市
と
し
て
確
か
な
歩
み
を
続
け
て
い
ま
す
。
市

内
の
３
つ
の
工
業
団
地
は
、
そ
の
工
業
生
産
の

中
心
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
全
体
で

み
て
も
、
こ
の
３
工
業
団
地
で
本
県
製
造
品
出

荷
額
の
約
３
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

３
工
業
団
地
そ
れ
ぞ
れ
に
、
大
手
企
業
が

多
い
、
地
元
企
業
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、

規
模
や
成
り
立
ち
に
は
特
色
が
あ
り
ま
す
。

立
地
企
業
の
性
格
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
地
元
と
の

か
か
わ
り
方
に
も
当
然
違
い
が
出
ま
す
。
当
所

は
各
工
業
団
地
の
事
情
に
合
わ
せ
な
が
ら
、
連

携
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
の
が
、
宇
都
宮
、

清
原
両
工
業
団
地
役
員
と
、
当
所
関
係
者
（
会

頭
、
副
会
頭
、
各
部
会
長
が
出
席
）
と
の
意
見

交
換
会
で
す
。
ま
ず
は
ど
の
よ
う
な
要
望
が
あ

る
の
か
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

こ
の
意
見
交
換
の
中
で
企
業
側
か
ら
宇
都
宮

市
内
の
宿
泊
施
設
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望

が
出
さ
れ
、
当
所
と
し
て
状
況
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
大
手
企
業
か
ら
大
震
災
後
の
修

復
資
材
の
提
供
の
相
談
を
受
け
、
会
員
企
業
を

紹
介
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

機
能
を
置
く
企
業
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
従

業
員
の
数
を
み
る
と
、
１
０
０
人
未
満
が
91
社

と
全
体
の
約
78
％
を
占
め
、
３
０
１
人
以
上
は

５
社
に
と
ど
ま
って
い
ま
す
。

　

業
種
別
で
は
当
初
は
製
造
業
が
中
心
で
し

た
。
現
在
は
製
造
業
は
約
44
％
と
５
割
を
切

り
、
卸
売
業
、
倉
庫
業
、
設
備
建
築
業
、
産

業
廃
棄
物
業
、
商
品
販
売
業
な
ど
、
多
種
多

様
な
業
態
の
企
業
が
社
屋
を
連
ね
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
の
栃
木
県
工
業
統
計

調
査
に
よ
る
と
、
出
荷
額
は
約

３
６
６
０
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
地
盤
が

強
固
だ
っ
た
せ
い
か
、
幸
い
に
も
工

場
や
社
屋
な
ど
に
は
大
き
な
被
害

は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

食
品
関
連
企
業
な
ど
で
は
、
そ
の

後
の
原
発
事
故
に
伴
う
風
評
被

害
、
計
画
停
電
に
よ
る
電
子
機
器

類
へ
の
影
響
な
ど
が
大
き
く
、
各

企
業
と
も
対
策
に
悩
ま
さ
れ
た
と

い
い
ま
す
。
節
電
に
は
各
社
と
も

徹
底
的
に
取
り
組
み
、
ラ
イ
ン
が

　
一
方
、
当
所
か
ら
は
、
活
動
内
容
を
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
に
会
報
「
天
地
人
」
を
工
業
団
地
内

企
業
に
配
布
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
工
場
見
学
を
設

定
し
て
も
ら
い
、
実
際
の
企
業
活
動
を
視
察
す
る

な
ど
し
て
貴
重
な
経
験
を
得
ま
し
た
。

　

地
元
企
業
が
大
半
を
占
め
る
瑞
穂
野
工
業
団
地

は
、
当
所
が
「
地
元
中
小
工
場
の
工
業
団
地
造
成

に
つ
い
て
」
を
要
望
し
た
と
い
う
経
緯
も
あ
り
、
立

地
企
業
に
は
当
所
の
会
員
も
多
く
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
な
お
一
層
の
緊
密
な
連
絡
体
制
を
確
保
し

て
い
き
ま
す
。

　

経
済
団
体
と
い
う
性
格
上
、
各
工
業
団
地
への

補
助
金
等
の
直
接
的
な
援
助
は
難
し
い
と
こ
ろ
で

す
が
、
行
政
と
は
異
な
っ
た
視
点
か
ら
、
地
域
と

の
〝
橋
渡
し
役
〟
を
務
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

止
め
ら
れ
な
い
分
、
シ
フ
ト
の
変
更
や
事
務
部
門

の
空
調
の
節
減
な
ど
に
よ
っ
て
目
標
を
達
成
し
ま

し
た
。

　

多
様
な
企
業
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
や
、
地
元

に
密
着
し
た
企
業
が
多
い
こ
と
か
ら
、
管
理
組

合
で
あ
る
（
一
般
社
団
）
宇
都
宮
工
業
団
地
総

合
管
理
協
会
が
窓
口
に
な
っ
て
、
周
辺
の
小
中
学

校
な
ど
を
対
象
に
し
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
現
在
、
22
事
業
所
が
協
力
の
態
勢

を
整
え
て
お
り
、
工
場
見
学
を
積
極
的
に
受
け

入
れ
る
ほ
か
、
講
師
の
派
遣
、
文
化
祭
へ
の
参
加

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
子
ど
も
た
ち

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
将
来
の
人
材

確
保
に
も
つ
な
げ
た
い
考
え
で
す
。

　

ま
た
、
工
業
団
地
全
体
で
取
り
組
む
「
産
業

フ
ェ
ア
」
の
よ
う
な
事
業
が
で
き
な
い
か
と
い
う

こ
と
も
、
今
後
の
検
討
課
題
の一つ
に
し
て
い
る
そ

う
で
す
。「
一
般
の
市
民
の
方
た
ち
は
、
こ
の
工

業
団
地
の
中
に
は
ど
ん
な
企
業
が
あ
る
の
か
、
ま

た
、
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
、
よ
く
分
か

ら
な
い
の
が
現
実
だ
と
思
い
ま
す
。
工
業
団
地
内

の
各
企
業
が
出
展
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
理
解

を
深
め
て
も
ら
え
れ
ば
。
ま
た
立
地
企
業
が
一

堂
に
会
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
取
引
が
生
ま
れ

る
機
会
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
同
管
理

協
会
の
富
永
利
雄
専
務
理
事
。

市
内
で
最
も
古
い
歴
史

節
電
に
懸
命
の
取
り
組
み

見
学
な
ど
積
極
的
に
対
応

各
団
地
と
も
に
特
色

意
見
交
換
会
を
開
催
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宇都宮工業団地の案内看板

（出荷額は平成21年栃木県工業統計調査による）

所在地

事業主体

団地管理組合

総面積

出荷額

工場用地面積

事業所数

従業員数

宇都宮工業団地の概要
（平出工業団地）

分譲開始時期～
完了時期

宇都宮市平出工業団地

宇都宮市街地開発組合

3,041,000㎡

36,639,210万円

2,431,000㎡

116

9,745人

（一般社団）宇都宮工業団地
総合管理協会

昭和37年9月～
昭和50年10月

 I n d u s t r i a l  c o m p l e x

01

空から見た
宇都宮工業団地
（平出工業団地）



空から見た
瑞穂野工業団地

　

宇
都
宮
市
内
の
中
小
企
業
、
中
で
も
製
造

業
の
近
代
化
、
高
度
化
を
図
る
た
め
の
移
転

用
地
と
し
て
造
成
さ
れ
た
の
が
、
瑞
穂
野
工
業

団
地
で
す
。
宇
都
宮
市
の
南
東
部
、
新
国
道

４
号
に
沿
っ
て
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
北
関
東
自

動
車
道
路
と
の
連
結
も
容
易
で
、
交
通
の
利

便
性
は
申
し
分
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
時
の
宇
都
宮
市
内
の
中
小
企
業
は
、
敷

地
が
狭
く
て
増
築
が
で
き
ず
、
さ
ら
に
土
地

利
用
の
用
途
規
制
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

公
害
問
題
へ
の
住
民
意
識
の
高
ま
り
を
受
け

て
、
騒
音
、
振
動
、
悪
臭
問
題
な
ど
へ
の
対
応 地

場
の
要
請
に
応
え

製
造
業
を
軸
に
立
地

瑞
穂
野
工
業
団
地

も
迫
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
課
題
に
対

応
す
る
た
め
、
宇
都
宮
市
土
地
開
発
公
社
が
造

成
を
手
が
け
ま
し
た
。
分
譲
に
当
た
っ
て
は
当

所
も
宇
都
宮
市
と
共
同
で
、
進
出
希
望
企
業
の

経
営
診
断
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

当
初
は
製
造
業
に
限
定
し
た
分
譲
で
し
た

が
、
民
法
の
買
い
戻
し
特
約
条
項
の
10
年
が
過

ぎ
た
時
点
で
、
他
業
種
か
ら
の
参
入
が
可
能
に

な
っ
た
た
め
、
現
在
は
製
造
業
は
約
72
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
業
種
と
し
て

は
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
建
設
業
、
卸
売・

小
売
業
、
運
輸
業
な
ど
で
す
。
立

地
企
業
の
ほ
と
ん
ど
は
宇
都
宮
市
内

の
中
小
企
業
で
す
。
課
題
と
な
っ
て

い
る
の
は
後
継
者
不
足
で
、
少
子
化

な
ど
の
た
め
事
業
を
継
ぐ
人
材
が
現

れ
ず
、
や
む
を
え
ず
廃
業
す
る
事

業
所
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

最
近
、
円
高
が
進
み
、
ま
た
海

外
部
品
の
調
達
率
が
高
ま
っ
て
き
た

こ
と
を
受
け
、
自
動
車
関
連
な
ど
の

製
造
業
の
中
に
は
、
工
場
を
工
業
団

地
内
に
残
し
つつ
も
、
生
き
残
り
を
か
け
て
海
外

に
進
出
す
る
企
業
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
平
成

21
年
の
栃
木
県
工
業
統
計
調
査
に
よ
る
と
、
出

荷
額
は
約
１
８
１
億
円
と
な
って
い
ま
す
。

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
幸
い
建
物
な
ど

へ
の
物
理
的
な
被
害
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
計
画
停
電
の
際
に
は
、
ラ
イ
ン

を
止
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
大
な
影
響
を
受
け
た

企
業
も
少
な
く
な
く
、
管
理
組
合
で
あ
る
瑞
穂

野
工
業
団
地

（協）
で
は
、
停
電
の
情
報
を
集
め
て
組

合
員
企
業
に
提
供
す
る
な
ど
し
ま
し
た
。

　

同
工
業
団
地
の
造
成
に
当
た
っ
て
は
、
併
せ
て

住
宅
団
地
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
住
宅
団

地
に
住
ん
で
、
徒
歩
や
自
転
車
で
事
業
所
に
通
っ

て
い
る
人
が
数
多
く
お
り
、
地
域
の
雇
用
確
保

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
も

地
域
密
着
型
の
工
業
団
地
と
い
え
ま
す
。

　

協
同
組
合
で
は
地
域
貢
献
活
動
と
し
て
、
地

元
の
お
祭
り
に
協
賛
し
た
り
、
一
部
の
企
業
で
は

工
場
見
学
の
受
け
入
れ
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま

す
。
ほ
か
に
も
使
用
済
み
切
手
や
テ
レ
ホ
ン
カ
ー

ド
を
収
集
し
、
宇
都
宮
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

寄
付
す
る
ほ
か
、
地
域
の
一
斉
清
掃
活
動
な
ど
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
協
同
組
合
が
入
居
す
る
宇
都
宮
市
瑞

穂
野
勤
労
者
会
館
は
、
工
業
団
地
会
館
と
し
て

昔
か
ら
周
辺
住
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
施
設
で

す
。
現
在
は
同
組
合
を
指
定
管
理
者
と
し
て
運

営
さ
れ
、
地
域
住
民
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

瑞穂野工業団地の案内看板

中
小
企
業
の
移
転
用
地

製
造
業
以
外
の
企
業
も
増
加

地
域
雇
用
に
大
き
な
貢
献

M
izuhono Industrial com

plex

（出荷額は平成21年栃木県工業統計調査による）

所在地

事業主体

団地管理組合

総面積

出荷額

工場用地面積

事業所数

従業員数

瑞穂野工業団地の概要

分譲開始時期～
完了時期

宇都宮市瑞穂

宇都宮市土地開発公社

301,920㎡

1,809,950万円

199,305㎡

81

1,240人

瑞穂野工業団地（協）

昭和52年～
昭和58年
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清
原
工
業
団
地
は
昭
和
46
年
か
ら
用
地
取
得

に
入
り
、
以
後
、
順
次
、
造
成
工
事
・
分
譲
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
開
発
当
時
は
内
陸
型
工

業
団
地
と
し
て
は
国
内
最
大
規
模
を
誇
り
ま
し

た
。
宇
都
宮
市
の
東
部
地
域
、
鬼
怒
川
の
東
岸

に
広
大
な
敷
地
面
積
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
に
本
社
を
置
く
大
手
企
業
が
大
半
で

す
が
、
地
元
の
大
手
企
業
も
立
地
し
て
い
ま

す
。
1
工
場
当
た
り
の
敷
地
区
画
が
広
い
こ
と

が
ス
テ
ー
タ
ス
の
１
つ
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
宇

都
宮
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
の
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、

栃
木
県
内
の
工
業
団
地
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
え
る

存
在
で
も
あ
り
ま
す
。
化
学
工
業
、
電
気
機

械
器
具
製
造
、
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
な
ど
、

高
度
な
最
先
端
技
術
を
持
つ
企
業
が
進
出
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
21
年
の
栃
木
県
工
業
統
計
調
査
に
よ

る
と
、
出
荷
額
は
約
８
９
０
０
億
円
と
な
っ
て
い

高
度
な
技
術
を
持
つ

大
規
模
企
業
が
集
積

清
原
工
業
団
地

ま
す
。
宇
都
宮
市
全
体
の
出
荷
額
の
約
56
％
、

栃
木
県
全
体
で
も
約
11
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

大
規
模
な
企
業
が
多
い
だ
け
に
企
業
の
入
れ
替

わ
り
や
分
割
分
譲
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

各
企
業
が
環
境
の
保
全
に
力
を
入
れ
て
い
る

の
も
大
き
な
特
徴
で
す
。
栃
木
県
の
河
川
は
首

都
圏
の
水
源
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
水
質
の
保
全
に
は
特
に
配
慮

し
て
い
ま
す
。
工
場
か
ら
の
排
水
は
、
ま
ず
当

該
企
業
で
県
の
排
水
基
準
以
下
に
処
理
さ
れ
た

後
、
工
業
団
地
内
に
設
け
ら
れ
た
市
の
排
水
処

理
施
設
で
、
さ
ら
に
高
度
な
処
理
を
行
っ
て
鬼

怒
川
に
放
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

広
い
主
要
道
路
に
は
街
路
樹
が
植
栽
さ
れ
、
工

業
団
地
内
に
は
３
カ
所
の
公
園
緑
地
が
設
け
ら
れ

て
、市
民
の
憩
い
の
場
と
も
な
って
い
ま
す
。
ま
た
、

立
地
企
業
の
総
意
に
基
づ
い
た
環
境
保
全
等
に
か

か
わ
る
自
主
協
定
書
を
策
定
し
、
全
企
業
を
挙

げ
て
、
日
常
的
に
良
好
な
環
境
の
保

持
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

管
理
に
当
た
る
（
一
般
社
団
）

清
原
工
業
団
地
総
合
管
理
協
会
が

入
居
す
る
管
理
セ
ン
タ
ー
に
は
、
診

療
所
、郵
便
局
、コ
ン
ビ
ニ
、Ａ
Ｔ
Ｍ
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
体
育
館
、
会
議
室

な
ど
が
併
設
さ
れ
、
団
地
内
で
働

く
人
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
人
た

ち
に
も
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

周
辺
に
は
ス
ポ
ー
ツ
施
設
も
充
実

し
て
お
り
、
野
球
場
、サ
ッ
カ
ー
場
、

体
育
館
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
含
め
て
各
種
大
会
の
メ
ー
ン
会
場

と
な
って
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
被
害
を
受
け
た
企
業
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
手
企
業
だ

け
に
立
ち
直
り
は
早
く
、
現
在
は
支
障
な
く
操

業
し
て
い
ま
す
。
計
画
停
電
や
節
電
に
も
各
企

業
と
も
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

管
理
協
会
は
各
企
業
か
ら
人
材
が
出
て
、
環

境
保
全
、
安
全
衛
生
、
交
通
対
策
、
福
利
厚
生
、

小
集
団
活
動
の
各
委
員
会
を
構
成
。
そ
の
活
動

の
一
環
と
し
て
、
救
命
の
研
修
会
や
団
地
内
一
斉

清
掃
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、
地
域
の
中

学
校
へ
の
交
通
安
全
用
品
の
寄
贈
、
地
域
自
治

会
と
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
地
域
住
民
と
の

ふ
れ
合
い
も
深
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
企
業
同

士
も
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
通
じ
た
交
流
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。

主要道路沿いにある清原工業団地の案内看板

開
発
時
は
国
内
最
大
規
模

し
っ
か
り
し
た
管
理
体
制

環
境
保
全
に
力
を
入
れ
る

Kiyohara Industrial com
plex

（出荷額は平成21年栃木県工業統計調査による）

所在地

事業主体

団地管理組合

総面積

出荷額

工場用地面積

事業所数

従業員数

清原工業団地の概要

分譲開始時期～
完了時期

宇都宮市清原工業団地

宇都宮市街地開発組合

3,876,292㎡

89,033,665万円

2,647,726㎡

36

11,924人

（一般社団）清原工業団地
総合管理協会

昭和49年～
昭和63年
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特集 1 工業都市・宇都宮を支える３つの工業団地宇都宮の工業団地

空から見た
清原工業団地
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